
この度、中理事長のご退任により、新しく理事長に就任いたし

ました滝澤です。学校生協にまいりましてから１年と、経験も知

識も浅く誠に心許ない限りですが、皆様方からのご指導ご支援を

いただき、この重責を果たしていきたいと存じます。 

「学校生協について、一人でも多くの

方々に理解していただこう」と、夏季休

業中の学校を訪問し、学校生協の役割や

現状、利用の得点などについて、説明さ

せていただきました。 
訪問校は、学校生協の役員をしていた

だいている先生方の学校８校です。貴重

な時間をさいていただき、ありがとうご

ざいました。 
学校訪問説明会の開催に協力していた

だける学校がありましたら、いつでもお

伺いいたします。一声掛けてください。 

さて、社会経済状況が深く混迷し不透明さを増す中、私たちの学校生協も、

これまでにない大変厳しい時代を迎えています。この危機から脱出するために

は、まずは、時代のニーズや組合員の声に的確に応じていくことが大切です。

と同時に、なんと言っても日頃からの誠実で献身的な対応が、学校生協に対す

る信頼性を築くものと考えます。組合員の皆様とのコミュニケーション、人と

人との繋がりを一層大切にしていかなければならないと、心新たにしています。 
いよいよ二学期です。学校生協は一丸となって、活力ある事業の展開を目指

していきます。「組合員のライフパートナー」としての学校生協を、皆様方の手

で大きく支えていただきますようお願い申し上げます。 
平成２３年９月吉日              

 学校生協 理事長  滝澤 久美 

学校生協を利用していただく

と、こんなメリットがあります。 



砺波市立出町小学校、小矢部市立石動中学校、富山市立豊田小学校、舟橋村立舟橋小学校の

児童・生徒さんから、被災地の子どもたちへの励ましのメッセージが学校生協に届きました。 
 早速、被災地の学校にお送りします。温かいご支援ありがとうございました。 

・震災避難児童生徒に対して、学用品、教材を支援しました。 

・岩手県学校生協へ「避難所用の児童図書」として児童書３０冊を発送しました。 

・夏休みの児童図書１冊に付き３０円を義援金にあて、総額１３９,８３０円になりました。 

・冬休みに読む児童図書についても同様の取り組みを計画しています。 

・使用済みインク・トナーカートリッジ回収による義援金は７月末現在 16,947 円になりました。 

年度内、回収を継続します。引き続きご協力をお願いいたします。 

 富山県生協連合会では、７月１５日（金）から１８日

（月）まで、岩手県陸前高田市で災害ボランティア

活動を行いました。学校生協からは、前中理事長を

はじめ、２名の職員が参加しました。猛烈な暑さの

中、参加者全員無事に作業を終え、帰富すること

がきました。 



 
子どもの安全を確保するために、地域や様々な団体で「子ども１ １ ０ 番」や「安全パト

ロール」など、多彩な取り組みが展開されています。学校生協でも、地域社会に貢献するた

めに、各校を訪問する巡回車に「こども１ １ ０ 番」のステッカーを貼り、地域や学校の安全

確保に努めていきます。 

つきましては、自動車に掲示する「こども１ １ ０ 番」のステッカーのデザインを募集しま

す。ふるってご応募ください。 

１  対  象 富山県学校生協の組合員さんとご家族 

２  締め切り 平成２ ３ 年１ ０ 月１ １ 日（火）必着 

３  応募方法 作品の裏面（メールは本文に）に、氏名、自宅住所、勤務校を記載し、

地区担当巡回者にお渡しください。学校生協に郵送いただいても結構です。 

 作品は紙ベース又はメール添付でも可。 

４  内  容 ・ テーマ・・・「こども１ １ ０ 番」 

 ・ カラー 

 ・ サイズは、たて３ ０ ㎝×よこ３ ０ ㎝（四角形でも円形でも可） 

 ・ 必ず「こども１ １ ０ 番」という文字を入れること 

５  表彰など ・ ご応募いただいた作品の中から、最優秀作品 1 点を選び、ステッカ

ーにして、巡回車に掲示します。 

 ・ 採用された作品にお礼として、5,000 円分の図書券を贈呈します。 

 ・ 選考結果は、最優秀作品制作者のみご連絡します。 

 ・ 応募された作品はお返しできませんので、ご了承ください。 


